
北
尾
舂
圃
（
一
六
五
九
～
一
七
四
一
）
は
、
美
濃
大
垣
（
出
身
は
室

原
）
の
名
医
で
、
一
七
二
年
と
一
七
一
九
年
の
二
度
の
朝
鮮
通
信

使
と
の
接
触
、
お
よ
び
通
信
使
中
の
医
官
、
奇
斗
文
と
の
医
学
問

答
を
記
し
た
『
桑
韓
医
談
」
の
出
版
に
よ
り
、
全
国
的
に
そ
の
名

を
知
ら
れ
た
。
春
圃
に
は
著
書
が
い
く
つ
か
あ
り
、
上
述
の
「
桑

韓
医
談
」
の
他
に
『
提
耳
談
」
「
当
壮
庵
家
方
図
解
』
「
上
池
釣
魚
』

「
精
気
神
論
』
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

演
者
は
、
こ
の
度
、
小
曽
戸
洋
氏
よ
り
北
尾
舂
圃
の
手
に
な
る

『
当
壮
庵
医
按
」
と
題
し
た
一
言
の
提
示
を
受
け
た
。
こ
れ
は
「
国

書
総
目
録
』
中
に
も
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
他
の
舂
圃
の
書
物
と

は
全
く
別
種
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
そ
の
概
要
に
つ
い

て
紹
介
し
、
若
干
の
検
討
を
加
え
る
。

こ
の
書
は
縦
加
皿
横
岻
叩
珊
丁
、
一
冊
の
写
本
で
、
表
紙
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北
尾
春
圃
著
「
当
壮
庵
医
按
」
に
つ
い
て

安
井
広
辿

左
上
部
に
「
當
壮
庵
医
按
」
と
記
し
て
あ
る
。
目
次
・
序
文
・
践

文
な
ど
は
な
く
、
奥
書
に
「
享
保
十
七
壬
子
年
十
月
五
日
、
因
江

府
春
達
之
求
害
之
。
春
圃
年
七
十
四
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

こ
の
書
が
、
江
戸
に
赴
い
た
春
圃
の
四
男
、
春
達
の
求
め
に
応
じ

て
、
春
圃
が
七
十
四
歳
の
時
、
即
ち
一
七
三
二
年
に
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

舂
圃
に
は
五
人
の
男
子
が
あ
っ
た
。
長
男
は
春
竹
（
？
～
一
七
五

二
）
と
い
い
、
こ
の
書
の
書
か
れ
た
時
は
大
垣
藩
の
藩
医
と
し
て
舂

圃
の
も
と
を
離
れ
、
大
垣
に
在
住
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
次
男

は
春
倫
（
一
六
九
五
～
一
七
六
八
）
と
い
い
、
医
家
と
し
て
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
茶
人
と
し
て
著
名
で
、
薮
内
家
第
五
代
、
竹
心
紹

智
の
四
天
王
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
た
。
こ
の
時
は
京
都
に
在
住

し
、
時
折
室
原
に
帰
省
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
三
男
は
道
仙
（
？

～
一
七
三
四
）
と
い
い
、
す
で
に
彦
根
藩
の
藩
医
と
な
っ
て
い
た

が
、
地
理
的
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、
時
々
舂
圃
の
と
こ
ろ
に
来
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
四
男
が
春
達
で
、
こ
の
書
物
が
、
江
戸
に
出

て
い
た
彼
の
為
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り

で
あ
る
。
五
男
は
春
泰
と
い
い
、
室
原
に
留
っ
て
春
圃
の
教
え
を

受
け
て
い
た
。
『
上
池
釣
魚
』
に
も
、
春
圃
が
舂
泰
の
指
導
を
行
っ
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て
い
る
姿
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
書
物
は
、
『
当
壮
庵
医
按
』
と
い
う
題
名
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
基
本
的
に
は
医
案
集
で
、
春
圃
が
自
ら
経
験
し
た
症
例
と

息
子
達
の
症
例
を
検
討
し
、
時
に
彼
ら
と
問
答
を
し
な
が
ら
、
自

ら
の
意
見
を
加
え
て
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
で
は
、
舂
圃

自
身
の
医
案
が
最
も
多
く
、
次
い
で
道
仙
・
春
倫
・
春
泰
の
順
と

な
っ
て
い
る
。
長
子
舂
竹
の
も
の
も
少
数
な
が
ら
み
ら
れ
、
江
戸

の
春
達
の
医
案
も
二
例
収
録
さ
れ
て
い
る
。

記
載
は
覚
え
害
か
日
記
の
よ
う
な
体
裁
で
書
か
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
記
事
の
冒
頭
に
「
こ
の
字
を
記
し
て
そ
の
記
事
の
始

ま
り
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
「
こ
で
示
し
て
あ
る
項
目
数

は
二
八
九
項
目
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
全
て
医
案
と
い
う
訳
で
は

な
く
、
単
に
古
医
書
を
引
用
し
た
春
圃
の
意
見
で
あ
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。
ま
た
「
こ
の
書
き
出
し
な
し
に
症
例
を
記
載
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
、
正
確
な
症
例
数
は
確
定
し
難
い
。
こ
れ
ら
の

症
例
の
記
録
さ
れ
た
時
期
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
記
さ
れ
た
「
戌
」

「
亥
」
「
子
」
な
ど
の
文
字
と
月
や
日
の
記
載
に
よ
り
、
一
七
三
○

「
亥
」
「
子
」
な
ど
の
文
字
と
月
や
日
（

～
一
七
三
二
の
三
年
間
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
書
や
「
当
壮
庵
家
方
図
解
』
な
ど
の
春
圃
の
著
書
を
み
る

限
り
、
彼
は
大
の
臨
床
好
き
で
、
晩
年
に
至
っ
て
も
自
分
や
息
子

達
の
医
案
を
検
討
し
、
考
察
を
加
え
る
の
を
無
上
の
楽
し
み
と
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

四
男
春
泰
は
江
戸
に
あ
り
、
頻
繁
に
帰
省
す
る
こ
と
が
不
可
能

で
あ
っ
た
為
、
一
つ
に
は
自
分
の
勉
学
の
為
に
、
ま
た
一
つ
に
は

故
郷
、
室
原
の
北
尾
家
の
学
術
論
争
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
た
い
と

い
う
希
望
も
あ
っ
て
、
特
に
舂
圃
に
頼
ん
で
こ
の
書
を
作
成
し
て

も
ら
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
害
は
春
圃
の
自
筆
本
と

思
わ
れ
る
が
、
名
古
屋
の
古
書
犀
よ
り
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
江
戸
の
春
泰
に
は
同
内
容
の
別
本
が
贈
ら
れ
た
可

能
性
も
あ
る
。

（
北
里
研
究
所
・
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
）
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